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八
人
権
部
会
Ｖ

八
要
旨
Ｖ

ま
ず
は
じ
め
に
、
古
代
よ
り
ユ
ダ
ヤ
教
、

仏
教
、
古
代
の
中
国
思
想
、
儒
教
、
古
代
イ

ン
ド
の
思
想
、
キ
リ
ス
ト
教
の
思
想
、
古
代

日
本
の
神
道
、
古
代
ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ア
メ
リ

カ
ン
の
倫
理
な
ど
、
全
て
に
お
い
て
異
人
に

対
す
る
寛
容
を
唱
え
る
倫
理
が
存
在
し
て
い

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
自
分

と
は
違
う
人
へ
の
差
別
や
宗
教
紛
争
な
ど
は

冷
戦
後
の
み
に
見
ら
れ
る
現
象
で
は
な
く
、

人
類
の
歴
史
そ
の
も
の
と
い
え
る
。

異
人
差
別
の
諸
想
は
世
界
中
に
存
在
し
、

☆
一
九
九
四
年
一
一
月
二
一
一
一
日
（
水
）
誌
大
阪

皮
革
産
業
会
館

「
人
権
の
視
点
か
ら
み
た
国
際
交
流
～
カ

タ
リ
ス
ト
の
視
座
か
ら
」

伊
藤
憲
宏
（
国
際
交
流
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
）
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
文
学
史
上
、
シ
ェ
ー
ク

ス
ピ
ア
の
「
ペ
ニ
ス
の
商
人
」
や
イ
ェ
ー
リ

ン
グ
の
「
権
利
の
た
め
の
闘
争
」
の
中
で
も

み
ら
れ
る
し
、
ロ
マ
ヘ
の
迫
害
は
現
在
も
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
で
は
中

世
・
近
世
・
近
代
と
全
て
の
時
代
に
お
い
て
、

遊
業
者
や
百
姓
の
周
囲
の
人
が
賤
視
差
別
さ

れ
へ
そ
の
差
別
形
態
も
漂
泊
、
異
類
視
、
聖
・

賤
視
、
不
浄
視
、
畏
怖
視
、
異
端
視
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
実
は
日
本
の
伝
統
芸

能
も
、
こ
の
よ
う
な
賎
視
差
別
の
対
象
で
あ

っ
た
人
び
と
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
、
発
展

し
て
い
っ
た
も
の
が
多
い
。

ア
ジ
ア
に
目
を
む
け
る
と
、
イ
ン
ド
の
ア

ウ
ト
カ
ー
ス
ト
・
指
定
部
族
、
朝
鮮
の
白
丁
、

中
国
の
少
数
民
族
（
チ
ベ
ッ
ト
人
）
、
東
南
ア

ジ
ア
の
華
人
・
少
数
民
族
、
南
ア
ジ
ア
の
異

教
徒
、
東
南
ア
ジ
ア
・
南
ア
ジ
ア
の
貧
困
農

民
・
都
市
流
入
民
な
ど
に
対
す
る
差
別
が
根

深
く
存
在
し
て
い
る
。

二
一
世
紀
の
世
界
は
、
「
異
人
」
の
時
代
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
予
測
さ
れ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
⑩
国
際
的
な
人
□
移
動
と
外
国
人
の

増
加
、
②
国
内
の
少
数
民
族
・
外
国
人
の
主

張
が
お
こ
な
わ
れ
色
③
混
血
児
の
基
本
的

権
利
の
擁
護
の
運
動
が
お
き
る
、
⑨
根
深
い

民
族
・
部
族
差
別
・
抑
圧
、
人
種
差
別
・
抑

圧
、
宗
教
差
別
・
抑
圧
、
⑤
貧
富
の
格
差
を

め
ぐ
る
生
存
権
・
基
本
的
人
権
を
め
ぐ
る
闘

い
が
よ
り
顕
在
化
し
て
く
る
、
⑥
一
党
独

裁
・
軍
事
独
裁
へ
の
対
抗
勢
力
の
拾
頭
、
、

伝
統
的
被
差
別
民
・
被
差
別
カ
ー
ス
ト
出
身

者
・
被
差
別
民
族
の
人
権
擁
護
と
人
権
教
育

の
主
張
が
よ
り
高
ま
る
、
⑧
現
在
の
被
差
別

者
・
弱
者
・
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
人
権
の
主

張
の
高
ま
り
、
な
ど
の
現
象
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
二
一
世
紀
へ
む
け
て
の
人
権

確
立
の
た
め
に
は
、
仙
人
類
史
に
記
さ
れ
、

記
憶
さ
れ
て
い
る
差
別
の
構
造
を
、
各
地
域

の
文
化
史
・
社
会
史
の
中
か
ら
解
明
し
、
人

間
の
差
別
の
お
ぞ
ま
し
さ
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
業
を
超
克
す
る
倫
理
・
知

恵
・
作
法
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
、
②
「
異

人
の
時
代
」
に
向
け
て
、
異
人
へ
の
差
別
と

は
、
異
人
と
な
る
自
己
へ
の
差
別
と
も
な
る

こ
と
を
知
り
、
異
人
と
は
人
間
で
あ
る
と
い

う
深
い
人
間
観
を
養
う
こ
と
、
③
人
間
の
尊
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様
化
、
弾
力
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
し
、
そ
の
多
様
化
、
弾
力
化
の
方
向

と
し
て
「
国
際
化
教
育
、
情
報
教
育
、
生
涯

教
育
」
を
か
か
げ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
た

め
に
は
「
校
長
を
中
心
と
し
て
教
職
員
の
意

識
改
革
が
必
要
で
あ
り
、
教
職
員
自
ら
が
学

校
運
営
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
必

要
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
多
様

化
、
弾
力
化
を
し
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
支

援
措
置
を
講
じ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
ら
の
具
体
化
の
た
め
に
、
高

校
教
育
改
革
推
進
会
議
が
設
置
さ
れ
、
九
二

年
六
月
か
ら
九
三
年
二
月
に
か
け
て
次
々
に

報
告
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
「
全
日
制
の
単

位
制
高
校
の
設
置
に
つ
い
て
」
「
高
校
入
試
制

度
に
つ
い
て
」
「
総
合
学
科
の
設
置
に
つ
い

て
」
で
あ
る
。

今
ま
で
の
日
本
の
高
校
は
、
普
通
科
と
職

業
科
に
大
別
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
を
ま
と

め
た
新
た
な
学
科
Ｉ
総
合
学
科
を
つ
く
る
と

い
う
こ
と
は
、
高
校
の
仕
組
み
を
、
普
通
科
、

職
業
科
、
総
合
学
科
の
３
本
立
て
に
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
総
合
学
科
が

高
校
改
革
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
役
割
を
果
た

厳
を
守
る
た
め
に
は
、
多
様
な
文
化
観
・
人

間
観
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
人
間
感
覚
を
豊

か
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
、
側
差
別
さ
れ

て
き
た
人
び
と
・
民
族
の
文
化
・
社
会
史
を

照
射
し
、
宗
教
・
文
化
・
芸
能
の
前
衛
が
常

に
そ
う
し
た
人
び
と
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き

た
こ
と
を
知
り
、
こ
れ
ま
で
の
被
差
別
者
の

異
人
差
別
意
識
を
反
転
さ
せ
る
こ
と
、
⑤
「
世

界
人
権
宣
言
」
の
理
念
を
よ
り
豊
か
に
か
つ

実
効
的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
二
○
世
紀

の
人
類
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
二
一
世
紀
の
人

類
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
存
し
て
い
け
ば
良

い
の
か
、
現
実
を
冷
静
に
分
析
し
、
新
た
な

る
知
恵
を
、
ア
ジ
ア
の
視
点
・
文
化
・
価
値

を
踏
ま
え
て
、
世
界
の
人
び
と
と
共
同
で
作

り
だ
し
て
い
く
こ
と
、
な
ど
が
求
め
ら
れ
よ

ア
フ
ｏま
た
〔
こ
こ
で
、
本
年
度
開
設
予
定
の
ア

ジ
ア
・
太
平
洋
人
権
情
報
セ
ン
タ
ー
に
関
し
、

そ
の
基
礎
作
り
の
た
め
の
具
体
的
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
し
て
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
人
権
に
関

す
る
「
現
実
」
を
直
接
知
る
た
め
に
、
調
査
・

研
究
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
、
な
ど
を
提
案
し

た
い
。
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
よ
う
に
ニ
ー
ズ
に

高
校
教
育
改
革
を
め
ぐ
る
大
阪
府
の
現
状

大
阪
府
で
は
、
九
五
年
度
に
高
校
制
度
の

大
改
革
を
行
い
た
い
と
の
意
向
か
ら
、
九
三

年
五
月
に
大
阪
府
学
校
教
育
審
議
会
が
設
置

さ
れ
た
。
審
議
会
に
諮
問
さ
れ
た
事
項
は
以

下
の
四
点
で
あ
る
。

⑪
単
位
制
高
校
の
設
置
に
つ
い
て

②
総
合
学
科
の
設
置
に
つ
い
て

③
定
時
制
高
校
の
将
来
展
望

側
高
校
入
試
制
度
を
ど
う
す
る
か

以
上
⑪
～
③
を
第
一
分
科
会
（
学
校
制
度

分
科
会
）
側
を
第
二
分
科
会
（
入
試
制
度
分

科
会
）
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
討
議
さ
れ
て
い

る
。大
改
革
の
予
定
さ
れ
て
い
る
九
五
年
度
は

い
ろ
ん
な
意
味
で
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
年
度
で

あ
る
。
例
え
ば
、
生
徒
減
に
伴
い
今
の
府
立

高
校
す
べ
て
の
学
校
で
、
四
○
人
、
八
学
級

が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
九
五
年
度
は
、
教

職
員
が
三
五
○
名
程
度
過
員
に
な
る
。
こ
れ

は
非
常
に
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

し
、
将
来
の
高
校
教
育
の
中
心
だ
と
い
わ
れ

て
い
る
。

対
応
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
の
で
は
な

く
、
情
報
を
発
信
し
て
ニ
ー
ズ
を
作
る
セ
ン

タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

最
後
に
、
カ
タ
リ
ス
ト
（
ｎ
国
白
一
巨
呉
）
と
は
、

異
な
っ
た
も
の
同
士
を
融
合
さ
せ
、
新
た
な

る
も
の
を
創
る
触
媒
的
機
能
を
も
つ
人
の
意

で
あ
る
。
国
際
交
流
の
目
的
は
、
円
熟
し
た

社
会
や
文
化
・
教
育
・
人
間
・
歴
史
を
創
る

こ
と
で
あ
り
、
今
日
そ
の
担
い
手
と
な
っ
て

い
る
勺
Ｈ
・
ぬ
『
四
日
。
（
（
－
８
『
と
は
、
本
義
的
に

は
、
触
媒
（
０
国
冨
二
巴
）
な
の
で
あ
る
。

古
来
、
カ
タ
リ
ス
ト
は
い
わ
ゆ
る
「
ほ
か

い
ぴ
と
」
ま
た
は
「
は
ふ
り
（
祈
り
と
で
あ

っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
及
び
そ
れ
に
つ
な
が

る
末
窟
が
新
た
な
る
社
会
観
・
文
化
観
・
人

間
観
・
歴
史
観
を
創
り
上
げ
て
き
た
こ
と
は

歴
史
の
示
す
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。
カ
タ

リ
ス
ト
の
属
性
は
、
そ
の
意
味
で
無
縁
・
無

主
・
自
由
な
の
で
あ
る
。

九
五
年
度
に
改
董
〈
を
す
る
た
め
に
は
、
九

四
年
度
に
予
算
を
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
そ
の
予
算
の
重
点
を
決
め
る
の
は
夏
休

み
の
時
期
が
通
常
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
夏

休
み
ま
で
に
答
申
が
出
て
い
る
必
要
が
あ

る
。
大
阪
府
教
育
委
員
会
は
九
四
年
度
の
早

い
時
期
に
答
申
を
得
た
い
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
と
一
致
し
て
く
る
。
状
況
は
急
ピ

ッ
チ
で
あ
る
。
た
だ
九
五
年
度
は
知
事
選
挙

の
年
で
あ
り
、
一
年
ず
れ
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。

ま
ず
第
一
分
科
会
の
状
況
だ
が
、
単
位
制

高
校
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
は
ほ
と
ん
ど

が
定
時
制
の
単
位
制
高
校
で
、
全
日
制
で
は

福
島
県
に
一
校
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

単
位
制
高
校
は
、
大
都
市
圏
に
あ
る
と
い

う
こ
と
が
一
つ
の
条
件
だ
と
考
え
て
い
る
。

そ
れ
は
、
今
の
学
校
制
度
に
な
じ
め
ず
ド
ロ

ッ
プ
ア
ウ
ト
し
た
子
ど
も
や
退
学
で
は
な
く

集
団
に
な
じ
め
な
い
子
ど
も
が
、
比
較
的
大

都
市
圏
に
多
く
、
そ
う
い
っ
た
子
ど
も
た
ち

の
受
け
皿
と
し
て
有
効
で
あ
る
。

単
位
制
高
校
の
問
題
点
と
し
て
は
、
ホ
ー

ム
ル
ー
ム
、
ク
ラ
ブ
、
特
別
活
動
、
自
主
活

八
要
旨
Ｖ

高
校
教
育
改
革
を
め
ぐ
る
国
レ
ベ
ル
の
動
向

第
一
四
期
「
中
央
教
育
審
議
会
」
の
答
申

が
、
今
の
高
校
教
育
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
（
学
校
間
格
差
の
広
が
り
、
教
育
困
難

校
の
存
在
、
中
退
問
題
、
学
校
不
適
応
等
）

や
、
行
き
詰
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
状
況
を

打
開
し
て
い
く
た
め
の
方
向
を
大
胆
に
打
ち

出
し
た
。

簡
単
に
言
え
ば
、
「
画
一
化
、
硬
直
化
し
て

い
る
教
育
内
容
を
、
入
試
制
度
も
含
め
て
多

八
高
校
・
学
校
教
育
合
同
部
会
Ｖ

☆
三
月
一
○
日
（
木
）
拡
大
阪
府
同
和
地
区

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
教
育
改
革
を
め
ぐ
っ
て
（
学
校
教
育
審

議
会
の
動
き
と
か
か
わ
っ
て
）
Ｉ
高
校
改

革
、
入
学
者
選
抜
方
法
を
め
ぐ
っ
て
－
」

報
告
者
》
鎌
田
弓
彦
（
大
阪
府
高
等
学
校

教
職
員
組
合
委
員
長
、
大
阪
府

学
校
教
育
審
議
会
委
員
）

助
言
者
》
桂
正
孝
（
大
阪
市
立
大
学
）

長
尾
彰
夫
（
大
阪
教
育
大
学
）
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動
等
が
成
立
し
な
い
た
め
、
集
団
の
も
つ
教

育
力
が
ゼ
ロ
に
近
く
、
学
年
や
学
級
の
影
響

力
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

学
習
の
系
統
性
に
つ
い
て
も
、
な
く
な
っ
て

い
く
場
合
が
多
い
。

定
時
制
高
校
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
比
べ

て
生
徒
の
状
況
が
非
常
に
多
様
化
し
て
い

る
。
府
は
、
単
位
制
と
定
時
制
の
統
廃
合
を

セ
ッ
ト
に
考
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
こ
れ
は
、
単
位
制
高
校
の
ニ
ー
ズ
と
、

定
時
制
高
校
の
ニ
ー
ズ
は
違
う
た
め
雫
か
な

り
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
定
時
制
に
お

い
て
は
、
選
抜
制
度
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
を
取

り
除
け
ば
、
今
以
上
の
ニ
ー
ズ
が
出
て
く
る

日
本
の
先
住
民
族
ア
イ
ヌ
込
毒
窯
ツ
ト
⑪

●
定
価
６
０
０
円
十
税
旧
円

山
川
力
・
野
村
義
一
・
手
島
武
雅
著

ア
イ
ヌ
民
族
の
歴
史
。
今
な
ぜ
「
ア
イ
ヌ
新
法
」
を
求
め
て
い
る
の
か
。
先
住
民
族
と
の
共
生
が
求
め
ら

れ
て
い
る
今
日
、
国
際
的
な
流
れ
を
ふ
ま
え
て
解
説
。 と
予
想
さ
れ
る
。

次
に
総
合
学
科
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の

四
月
か
ら
全
国
で
七
校
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

来
年
は
八
校
ぐ
ら
い
が
踏
み
切
り
そ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
総
合
選
択
制
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
現
在
で
も
全
国
で
三
○
校
は
実
施

し
て
い
る
。
柴
島
高
校
や
松
原
高
校
の
取
り

組
み
は
、
総
合
選
択
制
に
位
置
づ
く
も
の
だ
。

文
部
省
は
、
総
合
学
科
と
し
て
、
各
学
区

に
一
校
程
度
と
い
う
指
導
を
し
て
い
る
。
「
学

科
」
で
あ
れ
ば
学
区
を
破
壊
す
る
こ
と
に
な

り
、
あ
ら
た
な
格
差
の
問
題
が
出
て
く
る
と

危
倶
す
る
。
し
か
し
「
学
科
」
で
は
な
く
、

選
択
制
や
コ
ー
ス
制
で
は
国
か
ら
の
援
助
が

つ
か
な
い
。
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
た
め
に

と
い
う
こ
と
で
、
総
合
制
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
学
校
に
と
っ
て
も
悩
ま
し
い
問

題
だ
。

第
二
分
科
会
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
，

審
議
会
に
だ
さ
れ
た
府
の
資
料
は
、
全
日
制

普
通
科
高
校
に
お
け
る
受
験
機
会
の
複
数
化

及
び
推
薦
入
試
に
関
し
て
の
も
の
で
、
そ
の

あ
た
り
が
一
つ
の
ね
ら
い
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

‐－句一

： 
日本の先住民族

アイヌ
が津ひ.￣の‐Ｐ曰哉な
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